
は
じ
め
に

　
「
ど
ん
な
国
に
も
栄
枯
盛
衰
が
あ
る
」。

１
９
８
０
年
の
こ
ろ
に
聞
い
た
著
名
な

経
済
学
者
の
言
葉
だ
。
当
時
日
本
経
済

は
高
度
成
長
を
終
え
て
、
２
回
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
（
１
９
７
３
、
１
９
７
９

年
）
の
洗
礼
を
受
け
、
成
長
率
こ
そ
低

下
し
た
も
の
の
、
省
エ
ネ
等
の
促
進
で

む
し
ろ
競
争
力
を
強
め
て
い
た
。
欧
米

諸
国
が
、
イ
ン
フ
レ
と
不
況
、
若
年
失

業
者
の
増
加
に
苦
し
む
中
で
、
日
本
の

み
が
克
服
し
、
や
が
て
＂ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
＂
と
し
て
経
済

大
国
た
る
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
に
な

る
。
国
際
的
に
は
、
当
時
結
成
さ
れ
た

Ｇ
５
（
ジ
ー
・
フ
ァ
イ
ブ
、
や
が
て
Ｇ

７
：
ジ
ー
・
セ
ブ
ン
）
の
一
員
に
な
り
、

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

　
「
光
の
中
に
闇
が
生
ま
れ
る
」。
困
難

を
克
服
し
た
日
本
経
済
は
最
後
の
輝
き

に
も
似
て
、
１
９
８
０
年
代
後
半
に
バ

ブ
ル
を
迎
え
た
。
そ
の
崩
壊
か
ら
の

「
失
わ
れ
た
10
年
（
そ
し
て
20
年
）」
は
、

停
滞
期
と
い
う
よ
り
も
、
戦
後
築
い
て

き
た
優
位
性
を
次
々
と
失
っ
て
い
っ
た

と
い
う
意
味
で
は
「
衰
退
期
」
と
い
っ

て
も
誇
張
で
は
な
い
状
態
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
「
夜
明
け
は
必
ず
来
る
」。
日
本
経
済

の
今
後
を
ど
の
よ
う
に
立
て
直
し
て
い

く
べ
き
か
。
迷
走
が
20
年
以
上
も
続
い

て
い
る
よ
う
に
名
案
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
重
要
な
の
は
、
現
実
の
直
視
か

ら
始
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
冒
頭
の
学
者

の
至
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
我
々
は
か
つ

て
の
成
功
体
験
の
残
像
に
眼
を
曇
ら
せ

て
し
ま
っ
て
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
、
現
実
を
直
視
す

る
た
め
に
世
界
経
済
の
な
か
で
の
過
去

30
年
間
の
日
本
経
済
の
姿
を
み
た
あ
と
、

日
本
経
済
の
衰
退
の
背
景
を
通
説
と
や

や
異
な
る
立
場
か
ら
論
じ
る
。
そ
し
て

最
後
に
若
干
の
将
来
展
望
を
行
っ
て
み

た
い
。

世
界
の
な
か
で
の
日
本
経
済

　

ま
ず
、
も
は
や
経
済
大
国
と
は
い
え

な
い
日
本
経
済
の
現
実
を
み
て
い
こ
う
。

図
表
１
は
、
先
進
国
に
中
国
を
加
え
た

過
去
約
30
年
間
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
ド
ル

建
て
）
の
推
移
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の

特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
米
国

経
済
が
一
貫
し
て
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

米
国
経
済
は
、
90
年
代
に
は
長
期
の
景

気
拡
大
を
実
現
し
、
こ
の
間
長
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
財
政
赤
字
も
一
時
解
消
を

み
た
。
21
世
紀
入
り
後
は
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル

の
崩
壊
（
２
０
０
１
年
）
に
加
え
、
百

年
に
一
度
と
い
う
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

（
２
０
０
８
年
）
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

経
済
規
模
は
約
30
年
間
に
約
３
倍
以
上

に
拡
大
し
た
。
第
二
に
目
立
つ
の
が
中

国
経
済
の
急
進
で
あ
る
。
１
９
７
８
年

に
改
革
開
放
、
市
場
経
済
化
に
踏
み
切

っ
た
中
国
だ
が
、
本
格
的
な
躍
進
の
契

機
と
な
っ
た
の
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
（
２
０

０
２
年
）
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
大

き
な
意
義
は
、
中
国
が
世
界
の
貿
易
ル

ー
ル
に
従
う
こ
と
を
自
ら
宣
言
し
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
中
国
に
は
海

外
企
業
が
進
出
し
、
輸
出
を
リ
ー
ド
し

た
。
当
初
中
国
は
低
賃
金
の
労
働
力
が

成
長
の
源
泉
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
急

速
に
賃
金
上
昇
が
進
ん
で
、
国
内
の
購

買
力
の
向
上
に
よ
り
「
世
界
の
工
場
」

か
ら
「
世
界
の
市
場
」
に
姿
を
変
え
発

展
を
続
け
て
い
る
。
国
連
の
ミ
レ
ニ
ア

ム
合
意
（
２
０
０
０
年
）
は
、
貧
困
の

撲
滅
を
う
た
っ
た
が
、
世
界
全
体
で
の

図表 １　先進各国と中国の名目GDPの推移
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　長期の景気回復が続いた日本経済だが、いまだ将来展望が拓けたとは言えない状態にある。それは成長力
という経済の実力が向上していないことが原因だ。現実を直視することはつらいが、日本はもはやかつてのような
経済大国ではない。またその復活を夢見た大胆な政策も成長力の回復には成功していない。現状に即して、
地道に成長力の回復を促す覚悟が必要だ。本稿では、巷間指摘されている視点とはやや異なる角度から、
日本経済の現状把握と将来の道を探っていく。

日本経済の現実と将来
大阪経済大学経済学部教授（元日本銀行金融研究所長）　髙橋　亘



進
捗
が
滞
る
な
か
で
ア
ジ
ア
で
の
進
捗

に
は
中
国
の
貢
献
が
大
き
い
。
中
国
経

済
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
１
８
年

の
間
に
ド
ル
ベ
ー
ス
で
10
倍
増
の
ペ
ー

ス
で
経
済
を
拡
大
さ
せ
た
。
こ
の
間
、

２
０
１
０
年
に
は
、
日
本
を
抜
き
世
界

第
２
位
に
躍
り
出
た
。
一
方
、
独
、
仏
、

英
の
欧
州
３
か
国
と
も
拡
大
を
続
け
て

い
る
。
３
か
国
と
も
、
先
進
国
と
し
て

戦
後
復
興
か
ら
の
経
済
発
展
を
と
げ
て

き
た
が
、
日
本
経
済
に
先
ん
じ
て
成
熟

国
化
し
た
。
た
だ
し
、ド
イ
ツ
統
一（
１

９
９
０
年
）
後
に
進
展
し
た
欧
州
の
統

合
を
背
景
に
、
経
済
は
「
再
生
」
に
向

か
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
の
異
様
さ
は
、

世
界
の
多
く
の
国
が
拡
大
を
続
け
る
な

か
で
規
模
の
拡
大
が
長
期
に
わ
た
り
停

止
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
傾
向

は
、
人
口
１
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
み

る
と
よ
り
顕
著
に
な
る
。
図
表
２
は
、

先
進
５
か
国
の
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

推
移
を
示
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
大
き

さ
を
１
人
あ
た
り
で
測
る
と
、
前
述
の

特
徴
が
よ
り
顕
著
に
な
る
。
第
一
に
、

米
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
全
体
同
様
に
、
２
倍
を

大
き
く
上
回
る
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

第
二
に
、
経
済
全
体
で
は
緩
や
か
な
拡

大
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
欧
州
の
独
、仏
、

英
に
つ
い
て
も
約
２
倍
に
増
加
し
て
い

る
。
こ
こ
で
も
日
本
の
動
き
は
異
様
で

あ
る
。
１
人
あ
た
り
で
も
、
特
に
今
世

紀
入
り
後
、
増
加
が
み
ら
れ
な
い
。
１

９
９
５
年
に
は
ド
ル
ベ
ー
ス
で
は
、
日

本
は
、
米
国
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
２
０
０
０
年
以
降
は
米
国
に

抜
か
れ
、
そ
の
後
独
、
仏
、
英
に
も
抜

か
れ
、
先
進
５
か
国
で
は
最
下
位
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
先
進
国
の
な
か
で
の
地
位
が

低
下
し
た
と
し
て
も
、
１
人
あ
た
り
レ

ベ
ル
で
は
依
然
ア
ジ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
こ
の
認
識
も
も
は
や
正

し
く
な
い
。
図
表
３
に
あ
る
よ
う
に
日

本
の
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
現
在
で
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
の
後
塵
を
拝
し

て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
１
人
あ
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
日
本
を
60
％
程
度
上
回
っ

て
お
り
、
香
港
も
20
％
程
度
上
回
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
韓
国
の
追
い
上
げ
を
受

け
、
韓
国
の
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
日

本
の
80
％
程
度
ま
で
に
迫
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
（
地
域
）
の
な
か
に
は
、

日
本
以
上
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
だ
。
欧
州
の

例
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人
口
減

少
を
克
服
し
て
経
済
は
成
長
で
き
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
繁
栄
は
、
昨
年
封
切

ら
れ
た
「
ク
レ
ー
ジ
ー
・
リ
ッ
チ
・
ア

ジ
ア
」
と
い
う
映
画
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
が
、
最
近
の
世
界
の
報
道
で
も
、

東
京
で
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
上
海

が
ア
ジ
ア
経
済
の
顔
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
は
ア
ジ
ア

の
な
か
で
は
い
ま
だ
高
所
得
国
で
あ
り
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
が
小
規
模
経
済

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
リ
ー
ダ
ー
的

な
存
在
で
は
あ
る
が
、
も
は
や
ア
ジ
ア

随
一
の
豊
か
な
国
で
は
な
い
。
日
本
経

済
の
今
後
の
発
展
に
つ
い
て
、
む
し
ろ

ア
ジ
ア
の
国
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
も
多
い
。

日
本
経
済
停
滞
の
背
景

　

前
述
の
よ
う
に
こ
こ
30
年
、
日
本
経

済
は
停
滞
し
た
。
日
本
経
済
の
停
滞
の

背
景
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、 

①
労
働
人
口

の
減
少
、
②
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
技
術
革
新
面

で
の
劣
後
、
③
金
融
危
機
の
悪
影
響
、

④
金
融
財
政
政
策
の
失
敗
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
少
子
高
齢
化
に

つ
い
て
は
、
供
給
力
と
し
て
の
労
働
力

の
低
下
の
ほ
か
に
、
高
齢
化
の
た
め
の

財
政
負
担
を
増
加
さ
せ
、
こ
れ
も
ま
た

成
長
を
下
押
し
す
る
。
た
だ
し
欧
州
諸

国
や
ア
ジ
ア
諸
国
は
同
様
な
問
題
を
か

か
え
な
が
ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て
は
日
本

以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
日
本
は
世
界

の
成
長
を
国
内
に
う
ま
く
取
り
込
め
て

い
な
い
。

　

図
表
４
は
、
世
界
経
済
の
貿
易
の
推

移
を
輸
出
額
で
み
た
も
の
で
あ
る
。
１

９
９
５
年
当
時
、
日
本
の
輸
出
額
は
米

国
、
独
と
並
ん
で
い
た
。
１
９
９
０
年

代
か
ら
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
ま
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
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ョ
ン
が
進
展
し
世
界
的
に
貿
易
が
拡
大

し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
後
は
、
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ド
と
し
て

貿
易
の
拡
大
が
停
滞
し
た
が
、
最
近
で

は
再
び
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
れ
に
応
じ
て
、
米
国
、
独
は
順
調

に
貿
易
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
独
は

21
世
紀
入
り
後
欧
州
経
済
統
合
の
進
展

も
あ
っ
て
貿
易
を
急
速
に
拡
大
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
増
加
は

緩
慢
で
あ
り
現
在
で
は
、
米
国
、
独
に

大
き
く
離
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
同
様
こ
の
間
、
急
速
に
輸
出

を
拡
大
さ
せ
て
い
る
の
が
、
中
国
で
あ

る
。
中
国
は
２
０
０
２
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加

盟
を
契
機
に
、
急
速
に
輸
出
を
拡
大
さ

せ
て
き
て
い
る
。
今
世
紀
入
り
後
、
貿

易
量
を
10
倍
近
く
拡
大
さ
せ
、
２
０
１

０
年
ま
で
に
は
米
国
・
独
を
抜
き
世
界

一
の
貿
易
大
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
経
済
の
問
題
は
、
世
界
貿
易
の

な
か
で
の
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
る
一
方
、

日
本
経
済
自
体
と
し
て
は
輸
出
へ
の
依

存
度
を
高
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日

本
は
高
度
成
長
期
に
は
輸
出
を
テ
コ
に

成
長
を
と
げ
た
。「
貿
易
大
国
」
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
輸
出
依
存
型
成
長
と
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
成
長
に
対
す
る

輸
出
と
国
内
需
要
の
貢
献
を
み
る
と
、

国
内
需
要
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
か
っ
た（
成

長
へ
の
寄
与
度
：
輸
出
約
10
％
、
消
費

約
60
％
〈
１
９
６
０
年
代
〉）。
こ
れ
は

当
時
日
本
経
済
が
、
輸
出
の
増
加
を
国

内
需
要
の
増
加
に
つ
な
げ
た
た
め
で
あ

る
。
現
状
は
、
輸
出
が
国
内
需
要
を
う

ま
く
喚
起
で
き
て
い
な
い
（
同
：
輸
出

約
80
％
、
消
費
約
20
％
〈
２
０
０
０
年

代
〉）。
こ
う
し
た
状
況
で
も
現
在
ま
で

日
本
経
済
が
景
気
拡
大
を
長
期
に
続
け

た
背
景
に
は
、
日
本
経
済
自
体
の
政
策

の
奏
功
と
い
う
よ
り
は
世
界
経
済
の
好

調
の
恩
恵
と
い
う
面
が
大
き
い＊
１

。
一
方

国
内
経
済
の
自
律
性
は
高
ま
ら
な
か
っ

た
た
め
、
今
後
は
世
界
経
済
の
動
向
次

第
と
い
う
意
味
で
体
質
を
脆
弱
化
さ
せ

て
い
る
。

　

以
下
で
は
こ
の
問
題
へ
の
処
方
策
を

論
じ
て
い
き
た
い
。

経
済
統
合
へ
の
対
応

　

世
界
経
済
で
は
、
米
国
が
米
国
流
の

経
済
運
営
を
世
界
に
広
げ
る
と
い
う
か

た
ち
で
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
拡
大
の
メ

リ
ッ
ト
を
フ
ル
に
活
か
し
て
き
た
。
一

方
欧
州
で
は
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
経
済
統
合

が
、
ま
た
ア
ジ
ア
で
も
実
質
的
な
経
済

統
合
が
成
長
の
推
進
力
と
な
っ
て
き
た
。

グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
単
純
に

世
界
が
フ
ラ
ッ
ト
（
ひ
と
つ
）
に
な
っ

た
の
で
は
な
く
、
地
域
の
経
済
統
合
と

二
層
構
造
に
な
っ
て
進
展
し
て
い
る
。

欧
州
諸
国
も
ア
ジ
ア
諸
国
も
、
１
人
あ

た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い

る
の
は
地
域
内
の
経
済
統
合
の
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
た
め
で
あ
る
。
日
本
が

こ
れ
に
必
ず
し
も
出
遅
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。
企
業
レ
ベ
ル
で
は
、
東
ア

ジ
ア
を
中
心
に
海
外
進
出
を
進
め
、
い

ま
や
日
本
企
業
で
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心

に
売
上
げ
や
利
益
の
海
外
比
率
が
５
割

を
超
え
る
企
業
も
珍
し
く
な
い
。

　

だ
が
国
土
で
画
し
た
日
本
経
済
は
ア

ジ
ア
の
経
済
統
合
を
活
か
し
き
れ
て
い

な
い
。
い
ま
ア
ジ
ア
に
は
、
中
国
渤
海

湾
地
域
を
中
心
と
し
た
地
域
、
上
海
揚

子
江
デ
ル
タ
を
中
心
と
し
た
地
域
、
広

東
な
ど
の
華
南
地
域
と
東
南
ア
ジ
ア
を

抱
合
し
た
地
域
の
三
つ
の
広
域
経
済
圏

が
生
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
最
近
で
は

中
国
南
部
か
ら
タ
イ
を
結
ぶ
南
北
回
廊

（
ハ
イ
ウ
ェ
イ
）、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
か
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
結
ぶ
東
西
回
廊
が
整
備

さ
れ
中
国
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
圏
が
発
展

し
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
日
本
は
地
理
的
に
は

不
利
な
状
況
に
あ
る
。
し
か
も
対
策
に

出
遅
れ
た
。
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

同
様
の
状
況
に
あ
る
韓
国
が
、
こ
の
間

大
型
空
港
や
港
湾
の
整
備
を
進
め
て
き

た
の
に
、
日
本
は
こ
う
し
た
努
力
を
怠

っ
て
き
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
近
年
日
本
と
近
隣

諸
国
と
の
外
交
関
係
の
悪
化
も
問
題
だ
。

政
治
情
勢
が
実
際
の
経
済
に
ど
の
程
度

の
影
響
を
与
え
た
か
を
測
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
好
影
響
を
与
え
て
な
い
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　

最
近
は
日
本
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
２
国
間
の

貿
易
協
定
な
ど
の
動
き
で
巻
き
返
し
を

進
め
て
い
る
が
、
よ
り
自
国
と
ア
ジ
ア

経
済
と
の
相
対
関
係
の
変
化
を
認
識
し
、

経
済
関
係
を
再
構
築
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

成
長
力
強
化
へ
の
対
応

　

次
の
課
題
が
、い
か
に
国
内
経
済
の
成

長
力
を
高
め
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

ま
ず
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
成
長
強
化

策
の
成
果
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
政
府

は
財
政
再
建
見
通
し
の
前
提
と
し
て
、

毎
年
成
長
力
の
見
通
し
を
発
表
し
て
き

た
。
政
府
の
目
標
は
２
０
２
０
年
度
ま

で
の
安
定
的
な
２
％
以
上
成
長
の
実
現

図表 ４　国別貿易額（輸出）の推移
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＊１ 神戸大学での筆者との公開討論会において、政府のブレインである浜田宏一教授も「現在の景気回復が政策の奏功と世界経済の恩恵のどちらによるのかの識別は難しい」という趣旨の発言をされていた。



で
あ
る
。
図
表
５
は
、
毎
年
発
表
さ
れ

た
潜
在
成
長
力
の
見
通
し
の
抜
粋
で
あ

る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
た

２
０
１
３
年
で
は
、
２
０
１
３
年
に
１

％
程
度
で
あ
っ
た
成
長
力
は
、
２
０
１

７
年
に
は
１
・
９
％
と
ほ
ぼ
２
％
ま
で

向
上
し
、
目
標
の
２
０
２
０
年
度
に
は

２
・
４
％
に
ま
で
向
上
す
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
し
か
し
２
０
１
９
年
現
在
の
見

通
し
で
は
、
２
０
１
７
年
度
は
実
績
と

し
て
１
・
０
％
、
目
標
の
２
０
２
０
年

度
も
１
・
５
％
ま
で
し
か
上
昇
せ
ず
、

２
・
０
％
の
達
成
を
２
０
２
５
年
度
に

ま
で
先
送
り
し
て
い
る
。
こ
の
間
Ｇ
Ｄ

Ｐ
統
計
の
改
訂
で
、
成
長
力
の
数
字
も

０
・
５
％
程
度
プ
ラ
ス
さ
せ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
推
計
値
は
さ
ら
に
目
標

を
下
回
っ
て
い
る
公
算
が
高
い
。
実
際
、

各
種
予
測
で
は
日
本
経
済
の
成
長
力
は

現
時
点
で
も
０
・
５
〜
１
・
０
％
程
度

で
あ
る
と
し
て
お
り
、
政
策
の
成
果
は

乏
し
い
。

　

よ
く
日
本
経
済
の
最
大
の
課
題
は

「
デ
フ
レ
克
服
」
と
さ
れ
る
が
、
よ
り

本
質
的
な
課
題
は
成
長
力
の
問
題
で
あ

る
。
現
状
、企
業
は
業
績
が
好
調
で
も
、

賃
上
げ
に
は
消
極
的
で
あ
り
、
こ
れ
が

デ
フ
レ
解
消
を
遅
ら
せ
て
い
る
。
し
か

し
賃
上
げ
も
製
品
値
上
げ
も
、
成
長
力

が
上
向
い
て
、
売
上
げ
の
持
続
的
な
拡

大
が
見
込
め
な
け
れ
ば
実
現
は
難
し
い
。

　

こ
の
間
、
成
長
戦
略
の
成
果
に
乏
し

い
な
か
で
、
政
府
が
推
進
し
て
き
た
の

が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
一
、
第
二
の
矢

と
さ
れ
る
拡
張
的
な
金
融
財
政
政

策
で
あ
る
。
こ
れ
も
当
初
の
想
定

ど
お
り
の
結
果
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。
政
府
の
イ
ン
フ
レ
率
、
成
長

率
の
と
も
に
２
％
目
標
は
１
９
９

０
年
以
前
の
日
本
経
済
の
実
力
に

相
当
す
る
。
意
欲
的
な
目
標
設

定
自
体
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い

が
、
こ
の
達
成
を
前
提
に
財
政
支

出
を
続
け
、
金
融
の
超
緩
和
策
が

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
が
、
必
要
以
上
の
財

政
赤
字
の
拡
大
や
、
超
金
融
緩
和

か
ら
の
出
口
の
困
難
を
生
ん
で
い

る
。
成
算
な
き
政
策
は
単
に
将
来

世
代
へ
の
先
送
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
し
た
不
安
か
ら
企
業
や
家
計
に
悪

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
。

　

ま
た
経
済
の
競
争
力
の
強
化
策
と
し

て
行
わ
れ
た
円
安
政
策
も
問
題
だ
。
過

度
な
円
高
の
是
正
が
日
本
企
業
を
救
済

し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
輸
出
が
増

加
し
企
業
収
益
は
改
善
し
た
。
し
か
し

こ
れ
が
全
体
と
し
て
日
本
製
品
の
競
争

力
の
強
化
に
も
、
内
需
の
拡
大
に
も
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
円
安
は
輸
入
品
の

値
上
げ
か
ら
需
要
を
冷
や
し
て
い
る
。

日
本
経
済
は
、
輸
出
の
増
加
を
体
質
強

化
に
つ
な
げ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
か

え
っ
て
世
界
経
済
に
対
し
て
脆
弱
な
体

質
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
政
策
は
そ
の
規
模
の
割
に
は

成
果
が
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

対
外
政
策
と
あ
わ
せ
国
内
政
策
も
成
果

を
よ
く
見
極
め
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

結
語
：
打
開
へ
の
模
索

　

日
本
経
済
の
将
来
に
向
け
て
は
、
政

府
の
現
行
政
策
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、

ア
ジ
ア
経
済
と
の
結
び

付
き
を
テ
コ
に
再
生
の

道
を
歩
ん
で
い
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
政

府
の
大
規
模
な
政
策
に

対
す
る
懐
疑
的
な
見
解

に
違
和
感
を
覚
え
る
人

も
多
い
だ
ろ
う
が
、
も

と
も
と
日
本
の
経
済
発
展
は
、
政
府
と

は
離
れ
て
、
革
新
的
な
小
規
模
の
製
造

業
の
自
発
的
な
発
展
か
ら
生
ま
れ
て
き

た
。
銀
行
も
、
戦
後
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ピ
タ
ル
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
て
新

興
企
業
の
発
展
を
推
進
し
て
き
た
。
ま

た
政
府
の
施
策
も
、
当
初
は
産
業
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
な
ど
の
環
境
整
備
に
徹
し

て
き
た
し
、外
交
面
で
も
「
政
経
分
離
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
政
治
よ
り
も
経

済
を
優
先
さ
せ
て
き
た
。
一
方
日
本
経

済
の
な
か
で
は
、
従
来
の
日
本
の
大
企

業
の
よ
う
な
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
で
は

な
く
、
高
度
の
技
術
力
を
誇
る
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
企
業
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

日
本
の
２
０
０
０
年
代
は
「
失
わ
れ
た

時
代
」
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
時
代
に

こ
う
し
た
企
業
が
、
し
か
も
地
方
で
生

ま
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
海
外
学
者
の

報
告
も
あ
る＊
２

。
転
換
期
に
あ
る
い
ま
こ

そ
過
去
を
教
訓
に
、
生
ま
れ
て
き
た
再

生
の
萌
芽
を
大
事
に
し
、
い
ま
一
度
出

直
し
を
図
る
覚
悟
が
重
要
な
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
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図表 ５　政府の潜在成長力見通しの推移
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（注）GDPは2016年の基準改定で、潜在成長率も約0.5％程度上方改定された。

＊2 カルフォルニア大学のシェーデ教授は、日本のデフレの時代に生まれたオンリーワン企業の事例を報告している。


